
◯艶調整品（艶有り以外の半艶、3分艶など）は、被塗物の形状、膜厚や色目、塗回数、希釈率の差などにより、実際の艶と若干異なって見える
場合があります。また濃い色目になると、ローラー塗装時に塗継ぎ箇所で艶むらを生じやすい傾向があります。試し塗りの上、本施工に入って
ください。
○施工部位により、低汚染性が十分に発揮されないケースがあります。特に、傾斜壁の下端部、笠木などの水切りのない部位、窓廻りで水切りが
　不十分な場合、汚れが溜まりやすい目地の下部、雨がかからない部位などは、注意が必要です。

○鉄さび・シーリング材などが原因の汚染物質に対しては、低汚染機能が十分に発揮されません。各シーリング材は可塑剤の含まないノン
ブリードシーリングをご使用ください。

○強風時、または降雨、降雪のおそれがある場合、及び気温5℃以下、湿度85％以上での施工は原則的に避けてください。気温5℃以下での
施工が要求される場合は、採暖及び採暖のための養生により雰囲気温度、被塗面温度を5℃以上にしてください。冬期においては、施工条件が
特に厳しくなる場合があるため、事前に関係者と十分な打ち合わせを行ってください。

○上塗材は所定の乾燥時間（最終養生時間）を厳守してください。施工後、塗膜が乾燥するまでの時間内に降雨などにより、塗膜表面が長時間、
水分がかかった状態になりますと、所定の低汚染機能が発揮されない場合があります。低汚染機能は乾燥後の塗膜で発揮されるため、
乾燥過程で降雨などが予想される場合は、シート養生を行うなどして、塗膜表面に雨が当たらないよう、所定の乾燥時間を厳守してくだ
さい。

◯弾性系塗材や複層仕上塗材で、軽量モルタル、ALCパネル、高断熱型窯業系サイディング及び発泡ウレタンなどを使用した高断熱型外壁に
塗装する場合は、蓄熱されたり、水の影響や下地の状態、塗装時の環境など、いくつかの条件が重なることでパネルの変形や塗膜の膨れ、
剥がれなどを生じることがあります。ご採用にあたっては、最寄りの各営業所へお問い合わせください。

○最終養生の時間内に、降雨、結露などがあれば、塗膜の膨れ、剥がれ、白化、しみの発生、艶引けなどにつながる場合がありますので、塗装を
　避けるか強制換気などで表面の水分を除去してください。

［製作年月：2023年8月］（230815.NL-1）



特殊設計のハイブリッド樹脂塗膜は塗膜の劣化を促す
劣化因子の発生を抑制するとともに光安定化技術により
劣化因子を捕捉します。それにより、超耐候性を示します。

超耐候性塗料が、紫外線・水・熱等から外壁を護り、
メンテナンスサイクルの長期化に貢献します。



安全配慮設計

一液タイプであるため材料の計量、調合、撹拌等の煩わしい作業を
省略でき、安定した性能を提供します。



下地の状態によりシーラーや目荒しが必要な場合があります。詳しくは、最寄りの各営業所へお問い合わせください。
この他、水性ソフトサーフエポ（16kg石油缶）、水性ソフトサーフＳＧ（16kg石油缶）もご使用いただけます。
使用する器具により、塗回数や所要量が異なる場合があります。詳しくは最寄りの各営業所へお問い合わせください。
エスケー弾性プレミアムフィラーの厚付け仕上げの場合の清水での希釈率は、マスチックローラー塗り時で「2～5」、リシンガン塗り時で「5～8」となります。
希釈しますと付着力や性能低下などの原因となりますので、希釈は絶対にしないでください。
この他下塗材として、白色タイプの水性ミラクシーラーエコホワイト（15kg石油缶）もご使用いただけます。
水性ミラクシーラーエコ（クリヤー・ホワイト）は、他の水性塗料が混ざるとゲル化することがあります。他の材料との混合や、刷毛、ローラー、エアレスなどの塗装器具の
共用は避けるとともに、同じ洗い水での塗装器具の洗浄は行わないでください。
押出成形セメント板、GRC板などには下塗材として★エスケーハイブリッドシーラーEPO（クリヤー・ホワイト、15kgセット）、★マイルドシーラーEPO（クリヤー・ホワイト、
14kgセット）または★ミラクシーラーEPO（15kgセット）をご使用ください。また、軽量PC部材への施工は避けてください。
スーパーセラタイトＦ、スーパーセラタイトＦ中塗材、弾性スーパーセラタイトＦの清水での希釈率は､スプレー塗り時で「5～10」、刷毛・ローラー塗り時で「0～10」
となります。弾性スーパーセラタイトＦ中塗材の清水での希釈率は、スプレー塗り時で「4～8」、刷毛・ローラー塗り時で「0～8」となります。
灯油など、他の材料の使用は絶対に避けてください。
中塗材、上塗材の希釈率は、試験塗りなどにより決定し、それ以降は同一の希釈率にて使用してください。なお、希釈率は色目及び施工時の気温により変化することが
ありますのでご了承ください。
中塗材が塗装されていないと、剥離や性能不良の原因となりますので、中塗材の塗り残しがないように塗装してください。
この他、レナフレンドローラー用主材（20kg石油缶）もご使用いただけます。なおレナエクセレント主材、レナエクセレントA主材、レナエクセレントローラー用主材、
レナエクセレントAローラー用主材はご使用いただけません。
ALC下地の場合、下地調整材C-2（ミラクファンドKC-2000、カケンセメントフィラーなど）で、下地調整を行ってから施工してください。
凹凸が小さく吸い込みが少ない下地の塗り替えの場合は所要量が少なく、吹付けタイル下地等凹凸が大きく吸い込みが多い下地の塗り替えの場合には所要量が多くなり
ます。また、規定所要量を厳守してください。

※４

※９

※９

※９

※９

※９

※９

※９

※11、12

※5、6、7、8

※5、6、7、8

※11、12

※11、12

※11

※11

※10

※5、6、7、8

※11、12

※11

※13

※10

※13

※11

※11、12

※11

※９

※９

※９

下塗り
（薄付け仕上げ）

下塗り
（厚付け仕上げ）

下塗り
（薄付け仕上げ）

下塗り
（厚付け仕上げ）

●下地はよく乾燥させ、含水率10％以下、ｐH10以下としてください。
●付着物は完全に除去し、傷、不陸、目違いなどは補修調整してください。
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●旧塗膜に脆弱層がある場合は、サンダー及び皮スキ、ケレン棒等を用いて除去し、ミラクファンドKC-1000で段差修正後、
パターンの復元を行ってください。なお、セメント系の下地調整塗材（ミラクファンドKC-1000、ミラクファンド
KC-2000、ミラクファンドKC-3000 など）を用いる場合は、下地調整後、水性ミラクシーラーエコなどの下塗材を塗付し
てください。

●高圧水洗（5～15MPa）にて旧塗膜に付着している塵、ほこり、汚れ等を除去してください。
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